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編集／松江市PTA連合会  会報委員会　印刷／株式会社谷口印刷

令和2年度会報委員（78号担当）（敬称略）
小松原茂雄（内中原小）
長島あゆみ（持田小）
吉田　真弥（乃木小）
門脇　正行（古志原小）
岡田　　顕（玉湯小）
小林　裕二（秋鹿小）

渡部　洋治（東出雲中）
大西　裕子（美保関中）
村上　幸人（朝酌小）
福島喜美子（中央小）
青山　大介（朝酌小）

住　所 〒690−0044 松江市浜乃木五丁目1−10 学校HP http://www.city.matsue.ed.jp/nogi-e/

乃木小学校

諦めずに、
できることを！

コロナだからといって全て諦めるのではなく「ルー
ルを決めて、できる時にできることを新しい形でする」
という方針で取り組んでいます。結果的に中止になっ
てしまいましたが「PTAフェスティバル」も密になら
ない新しい形で企画することができました。

（PTA副会長  吉田真弥）

昭和25年2月に乃木小学校
の校章は制定されました。乃
木地区にゆかりのある佐々木
高綱の末裔、乃木希典大将家
の家紋である「四つ目」の上
に「乃」をのせたデザインで
す。

児童数952人の県内随一のマンモス校です。
2学期の終業式には、全校児童が一斉に中庭に向

かって校歌を歌いました。とても荘厳で、乃木小なら
ではの素晴らしい空間と時間でした。（動画配信してい
ただきました）

住　所 〒690−0012 松江市古志原四丁目6−1 学校HP http://www.city.matsue.ed.jp/koshibara-e/

古志原小学校

古志原の「古」の字をデザ
イン化し、円形にしたのは和

（輪）、友和、平和、水輪のよ
うに希望や志が段々大きく広
がるような感じで作られたよ
うです。

校長先生が今年度掲げられた「えがおいっ
ぱい　本気　やる気　元気」が浸透しており、地

域の方々への授業公開では低学年の子どもが授業中で
も廊下に向かって元気よく挨拶するので、参加した方は
驚いておられました。

自転車教室新聞の
作成

例年1学期に自転
車教室を実施してい
ましたが、今年度は
開催を断念いたしま
した。しかし、子ど
も達を事故から守り
たい、安全な運転を
して欲しいとの願い
から、自転車教室で
話していた内容を基
に「自転車教室新聞」
を作成しました。カ
ラー印刷でイラスト
やクイズもあり、子どもにもわかりやすい内容になって
います。（PTA会長  門脇正行）

松江市PTA連合会ホームページ
最新の「お知らせ」や「過去のきらりまつえ」
をご覧いただけます。
http://www.matsueshi-pta.gr.jp/

今年度は「コロナ禍における子どもを思う親たちの研修会」と題し、9
月に中学生向け、11月に小学生向けの研修会を開催しました。未知のウ
イルスへの恐怖や長期休校で、子どもも親も不安感が増す中、私たち親
はどう子どもと向き合うか。子どもの心理的な部分や、心身の成長に合
わせた接し方のポイントなどを学ぶことができ、沢山の気付きと我が子
との関わりを考える機会になったと思います。母親委員の皆様、1年間
活動にご協力いただきありがとうございました。�（母親委員長��小野樹里）

母 親 委 員 会 活 動 『コロナ禍だからこそ深く考えることができました』

講師の青山節美先生

大谷小学校・玉湯小学校・玉湯中学校は令和3年3月をもって、長い歴史に幕を下ろすことになりました。
4月からは、3校が統合し、義務教育学校「玉湯学園」として新たにスタートします。

そこで、各校の思い出とメッセージを掲載いたします。

「玉湯学園」への移行にあたって

令和2年度  第1・2回  松江市P連  母親委員会研修会
中学生（思春期）向け：令和2年10月11日（日）
小学生（学童期）向け：令和2年11月29日（日）

演目 「コロナ禍における子どもを思う親たちの研修会」
講師 青 山 節 美 氏（HUGKUMILABO 代表／しあわせなおかあさん塾 塾長）日時

玉湯中の思い出
玉湯中学校の卒業生である私が中学1年生
の時に今の中学校校舎が建設されました。当
時中庭のあった校舎がとても新鮮に感じて、
休み時間などは中庭で友達と談笑していたこ
とを思い出します。今度建設される新校舎は
地元の木材を使用した木造校舎ということで
すが、今の中学校校舎の前は完全木造校舎で
したので、新しい中でも少し懐かしくも感じて
います。生徒たちにはこれから新しい環境で
のびのび過ごしてたくさんの思い出を作って
もらいたいと思います。（PTA会長��杉谷高明）

ありがとう大谷小学校
開校から147年の歴史を刻む大谷小学
校は現在11名の児童がいます。
新しい学校に向けて、子ども達は大き
な期待と不安を抱えながら、1つ1つの最
後の学校行事を終えています。地域から
学校が無くなるのは寂しいですが、いつ
までも私たちの心の中に大谷小学校があ
ると願っています。（PTA会長��石川芳廣）

学 校 へ の 思 い
PTAとして、玉湯小・幼に8年間通いま

した。少なくともあと10年、中学含め13
年はPTAの予定。なので私自身は卒業生で
はないですが、あの場所には愛着を感じま
す。子ども達にとっても当然、地区のシン
ボルであり続けることでしょう。新校舎移
転後も、何かしらの形で残ってほしいと、
切に思う次第です。（PTA会長��岡田　顕）

大谷小学校 玉湯小学校 玉湯中学校

今年度は『誰でも��見やすく��読みやすい会報紙』を
テーマに「コロナで変わった」を各ブロック代表の皆
様から紹介いただきました。「コロナ」でもう暫くは
PTA活動がしにくい状況が続くと思いますが、これか
らの活動への一助になれば幸いです。発行にあたり
ご協力いただいたブロック代表の皆様、各学校の皆
様、ありがとうございました。（会報委員長��青山大介）

研修委員会からお知らせ
『 I C T（電子黒板・デジタル教科書・タブ
レット）の利用状況』について、3月上旬
に動画発信をいたします。
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PTA会員の皆さんには、いつもお忙しい中PTA活動にご理解とご

協力を賜りまして、本当にありがとうございます。
さて、今年度は学校の休校措置や夏休みの縮小をはじめ、各種行

事が中止や規模縮小を余儀なくされ、これまでに経験したことがな
い対応を迫られた1年でありました。
PTA活動におきましても、県PTA連合会研修大会松江大会の中止

や各学校でのPTA行事も影響があったかと思われ、対応のご苦労に
感謝の念に堪えません。そんな中ではありますが、学校の普通教室

にエアコン設置が完了し、暑い夏でも快適な環境で授業が受けられ
たこと、また教室のICT機器の導入が進み、授業をより効果的に楽
しく受けられる環境が整いましたことは、松江市の子ども達のこれ
からの成長を見据えた素晴らしい施策であったと思います。
そして今後のワクチン接種や治療薬の普及により、早くコロナ禍

が収束し、皆さんで楽しくPTA活動ができますことを、また子ども
達が笑顔で学校生活を送れるようになることを祈るばかりでござい
ます。（松江市PTA連合会　会長　長谷川修二）

コロナ禍の1年を振り返って
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住　所 〒690-0882 島根県松江市大輪町416−4 学校HP https://www.shimane-fuzoku.ed.jp
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コロナで変わった由　来校　章放課後自学室の開設
毎週火曜、地域団体「 I ～BASHO（い～ば

しょ）」さんにより、学校の一室を活用した「放課後自
学室」を開設。コロナ禍での学習不安も開設のきっか
けですが、そもそものねらいは「知りたい」という子
どもの主体的な学習意欲を育てること。家庭での保護
者の「宿題やったの？」という言葉も減り、保護者・
子ども双方の負担軽減にもつながっています。

（PTA副会長  小松原茂雄）

引き続き愛される
図書館へ

持田小学校では、みんなに愛されている図書館を、
引き続き安心して利用してもらえるよう、様々な工夫
をしています。入口に消毒設置、椅子の数を減らすな
どはもちろんですが、カウンターには飛沫飛散防止の

衝立が設置されました。消毒、
密を避けるなど、それぞれが気
をつけることで、みんなの楽し
みを少しでも守れますように！

（PTA副会長  長島あゆみ）

文化祭・校内合唱
コンクール

新型コロナウイル
スの感染拡大が広ま
る中で数々の大会や
行事が中止、あるい
は延期となってしま
いました。そんなコ
ロナ禍の状況ではあ
りましたが文化祭・
校内合唱コンクール
が中学校体育館で開
催されました。どの
学年も練習の成果が

発揮されていて、３年生は最後の合唱コンクールとな
りましたが良い思い出になったと思います。

（広報部長  大西裕子）

我が校の自慢は朝マラソンです。全
校生徒が毎朝8時15分から晴れた日は毎日

約1㎞走ります。1年間で150日走るとすると、
生徒たちは卒業する頃

には、450㎞走ったこと
になります。これは美保
関中学校の伝統となって
います。（教頭  村本有史）

明治43年に月桂樹をモチー
フに帽章として制定されたの
が最初です。当初は葉の数が
右19枚、左20枚でしたが、戦
後に校旗を作成した際に左右
10枚ずつに改められ、現在の
形になったとみられます。

不明…どなたかご存知の方
がおられたら教えてください！

大きく広げた葉の間から
しっかりと伸びた茎の先に花
が開きかけています。国際文
化の時代、世界に向かう船と
して大きく広がりゆく国際人
としての感覚を備えた若者に
育つことへの願いを表したも
のです。

由　来

住　所 〒690−0873 松江市内中原町225 学校HP http://www.city.matsue.ed.jp/uchi-e/

内中原小学校

昭和53年竣工の校舎（西校舎）は、
六角形を組み合わせた「ハチの巣型」とい

う全国でも珍しいもの。内小の子ども達を表す
フレーズ「はち

のこ」や、広報紙
等に挿入されるハ
チの図柄の由来に
もなっています。

住　所 〒690−0814 松江市東持田町81 学校HP http://www.city.matsue.ed.jp/motida-e/

持田小学校

市街地を抜け、少し静かな場所に校
舎が建つ持田小。非常階段の側面にはうっ

すらと鉛筆の形が掘ってあり、密かに「鉛筆小」
と呼んでいる子どもも。周りは山や川、田んぼに囲

まれ、四季の移ろいを感じることができます。（上の写
真は私のお気に入りの北側から見た校舎です）

地域の人との関わりも多く、みんなから見守られてい
ることを肌で感じられる、アットホームな学校です。

住　所 〒699−0101 東出雲町揖屋1251 学校HP http://www.city.matsue.ed.jp/h-izumo-j/

東出雲中学校

東出雲中学校は図書館を活用した授業が活
発です。授業で使える資料が豊富で、幅広い教科

で活用した授業を行っています。
又、放送大学等で放送され全国的に知られていて、県

内外から視察を受け入れています。

新型コロナウイルス
等感染症予防対策

11月15日 にPTA7ブ ロ ッ
ク研修会として、さんいん食
まる代表石橋治氏を講師と
してお招きし、新型コロナウ
イルスに対する予防処置対
策のセミナーを開催しまし
た。家庭から始める予防習慣
について、受け入れる感染
症・共存する感染症・決して
行ってはならない差別・家族
の衛生管理等コロナ対策に
ついて学びました。新型コロ
ナの怖いところは、症状が
なくても感染力があり強い
感染力があることです。又、インフルエンザと症状が
似ているので流行時には冷静な行動が必要です。講習
を受け、新型コロナウイルス予防に対する取り組みを
PTA会員、子ども達にわかりやすく伝えたいと思いま
す。（PTA副会長  渡部洋治）

学校、公民館などで調査し
ましたが、わかりませんでし
た。

計画通りには
いかなかったけど・・・・

各専門部で議論、工夫を重ね、PTA事業をなんとか
実施。協議を重ね、中止した事業もありましたが、英
断だったと思います。

温泉掘削事業からのしわ寄せ、緊急事態宣言と、昨
年度から難局続きでしたが、PTAと学校が一枚岩とな
れたと感じました。

先生方、役員、代議員の皆様はじめ、委員保護者の
皆様、本当にお疲れ様でした。　（PTA会長  岡田　顕）

玉湯町史によると明治33
年の開校時に、勾玉を2つ上
下に組み合わせ、中央に棒を
重ねた形の校章が制定されま
した。現在の校章はベタ塗り
ですが、町史で
は 白 抜 で 描 か
れ、中央の棒は
鉛 筆 を 象 っ た
様にみえます。

わが校の自慢は、明治33年の開校時
に植樹された「センダンの樹」です。休憩

時間になると、セ
ンダンの樹を中心に鬼

ごっこをしたり、木登り
をしたりで大にぎわい！　
120年もの間、玉湯っ子
を見守ってくれています。

玉湯小学校
住　所 〒699−0201 松江市玉湯町玉造4 学校HP http://www.city.matsue.ed.jp/tamayu-e/

コロナ禍での
学校生活

今年度は例年にな
い学校生活になり子
ども達だけでなく先
生方、保護者も手探
りの中での1年にな
りました。それでも、
少人数の強みを生か
し、工夫し考え運動
会、学習発表会、親
子活動など例年通り
の行事を一通り行う
ことができました。
前例が無いことが逆に考えることにつながり、一回り
成長できたような1年となりました。

（PTA副会長  小林裕二）

北は日本海、南は宍道湖、田園風景
の広がる自然豊かな景色を望むことができ

ます。校区内に
は一畑電車が走り、

中でも秋鹿町駅から望
む宍道湖の景色は絶景
で新聞にも取り上げら
れるほどです。

大正10年6月に小学校の改
築記念に公募され、応募点
数121点の中から秋鹿村内の
審査員6名によって、住民と
して最もふさわしくわかりや
すいとの理由で採用されまし
た。これが今でも地区の徽章
として各方面で使用され住民
団結のしるしとなっています。

秋鹿小学校
住　所 〒690−0262 松江市岡本町992−1 学校HP http://www.city.matsue.ed.jp/aika-e/ 住　所 〒690−1313 松江市美保関町下宇部尾554 学校HP http://www.city.matsue.ed.jp/mihonoseki-j/

美保関中学校

校　章

昔の校章
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毎週火曜、地域団体「 I ～BASHO（い～ば

しょ）」さんにより、学校の一室を活用した「放課後自
学室」を開設。コロナ禍での学習不安も開設のきっか
けですが、そもそものねらいは「知りたい」という子
どもの主体的な学習意欲を育てること。家庭での保護
者の「宿題やったの？」という言葉も減り、保護者・
子ども双方の負担軽減にもつながっています。

（PTA副会長  小松原茂雄）

引き続き愛される
図書館へ

持田小学校では、みんなに愛されている図書館を、
引き続き安心して利用してもらえるよう、様々な工夫
をしています。入口に消毒設置、椅子の数を減らすな
どはもちろんですが、カウンターには飛沫飛散防止の

衝立が設置されました。消毒、
密を避けるなど、それぞれが気
をつけることで、みんなの楽し
みを少しでも守れますように！

（PTA副会長  長島あゆみ）

文化祭・校内合唱
コンクール

新型コロナウイル
スの感染拡大が広ま
る中で数々の大会や
行事が中止、あるい
は延期となってしま
いました。そんなコ
ロナ禍の状況ではあ
りましたが文化祭・
校内合唱コンクール
が中学校体育館で開
催されました。どの
学年も練習の成果が

発揮されていて、３年生は最後の合唱コンクールとな
りましたが良い思い出になったと思います。

（広報部長  大西裕子）

我が校の自慢は朝マラソンです。全
校生徒が毎朝8時15分から晴れた日は毎日

約1㎞走ります。1年間で150日走るとすると、
生徒たちは卒業する頃

には、450㎞走ったこと
になります。これは美保
関中学校の伝統となって
います。（教頭  村本有史）

明治43年に月桂樹をモチー
フに帽章として制定されたの
が最初です。当初は葉の数が
右19枚、左20枚でしたが、戦
後に校旗を作成した際に左右
10枚ずつに改められ、現在の
形になったとみられます。

不明…どなたかご存知の方
がおられたら教えてください！

大きく広げた葉の間から
しっかりと伸びた茎の先に花
が開きかけています。国際文
化の時代、世界に向かう船と
して大きく広がりゆく国際人
としての感覚を備えた若者に
育つことへの願いを表したも
のです。

由　来

住　所 〒690−0873 松江市内中原町225 学校HP http://www.city.matsue.ed.jp/uchi-e/

内中原小学校

昭和53年竣工の校舎（西校舎）は、
六角形を組み合わせた「ハチの巣型」とい

う全国でも珍しいもの。内小の子ども達を表す
フレーズ「はち

のこ」や、広報紙
等に挿入されるハ
チの図柄の由来に
もなっています。

住　所 〒690−0814 松江市東持田町81 学校HP http://www.city.matsue.ed.jp/motida-e/

持田小学校

市街地を抜け、少し静かな場所に校
舎が建つ持田小。非常階段の側面にはうっ

すらと鉛筆の形が掘ってあり、密かに「鉛筆小」
と呼んでいる子どもも。周りは山や川、田んぼに囲

まれ、四季の移ろいを感じることができます。（上の写
真は私のお気に入りの北側から見た校舎です）

地域の人との関わりも多く、みんなから見守られてい
ることを肌で感じられる、アットホームな学校です。

住　所 〒699−0101 東出雲町揖屋1251 学校HP http://www.city.matsue.ed.jp/h-izumo-j/

東出雲中学校

東出雲中学校は図書館を活用した授業が活
発です。授業で使える資料が豊富で、幅広い教科

で活用した授業を行っています。
又、放送大学等で放送され全国的に知られていて、県

内外から視察を受け入れています。

新型コロナウイルス
等感染症予防対策

11月15日 にPTA7ブ ロ ッ
ク研修会として、さんいん食
まる代表石橋治氏を講師と
してお招きし、新型コロナウ
イルスに対する予防処置対
策のセミナーを開催しまし
た。家庭から始める予防習慣
について、受け入れる感染
症・共存する感染症・決して
行ってはならない差別・家族
の衛生管理等コロナ対策に
ついて学びました。新型コロ
ナの怖いところは、症状が
なくても感染力があり強い
感染力があることです。又、インフルエンザと症状が
似ているので流行時には冷静な行動が必要です。講習
を受け、新型コロナウイルス予防に対する取り組みを
PTA会員、子ども達にわかりやすく伝えたいと思いま
す。（PTA副会長  渡部洋治）

学校、公民館などで調査し
ましたが、わかりませんでし
た。

計画通りには
いかなかったけど・・・・

各専門部で議論、工夫を重ね、PTA事業をなんとか
実施。協議を重ね、中止した事業もありましたが、英
断だったと思います。

温泉掘削事業からのしわ寄せ、緊急事態宣言と、昨
年度から難局続きでしたが、PTAと学校が一枚岩とな
れたと感じました。

先生方、役員、代議員の皆様はじめ、委員保護者の
皆様、本当にお疲れ様でした。　（PTA会長  岡田　顕）

玉湯町史によると明治33
年の開校時に、勾玉を2つ上
下に組み合わせ、中央に棒を
重ねた形の校章が制定されま
した。現在の校章はベタ塗り
ですが、町史で
は 白 抜 で 描 か
れ、中央の棒は
鉛 筆 を 象 っ た
様にみえます。

わが校の自慢は、明治33年の開校時
に植樹された「センダンの樹」です。休憩

時間になると、セ
ンダンの樹を中心に鬼

ごっこをしたり、木登り
をしたりで大にぎわい！　
120年もの間、玉湯っ子
を見守ってくれています。

玉湯小学校
住　所 〒699−0201 松江市玉湯町玉造4 学校HP http://www.city.matsue.ed.jp/tamayu-e/

コロナ禍での
学校生活

今年度は例年にな
い学校生活になり子
ども達だけでなく先
生方、保護者も手探
りの中での1年にな
りました。それでも、
少人数の強みを生か
し、工夫し考え運動
会、学習発表会、親
子活動など例年通り
の行事を一通り行う
ことができました。
前例が無いことが逆に考えることにつながり、一回り
成長できたような1年となりました。

（PTA副会長  小林裕二）

北は日本海、南は宍道湖、田園風景
の広がる自然豊かな景色を望むことができ

ます。校区内に
は一畑電車が走り、

中でも秋鹿町駅から望
む宍道湖の景色は絶景
で新聞にも取り上げら
れるほどです。

大正10年6月に小学校の改
築記念に公募され、応募点
数121点の中から秋鹿村内の
審査員6名によって、住民と
して最もふさわしくわかりや
すいとの理由で採用されまし
た。これが今でも地区の徽章
として各方面で使用され住民
団結のしるしとなっています。

秋鹿小学校
住　所 〒690−0262 松江市岡本町992−1 学校HP http://www.city.matsue.ed.jp/aika-e/ 住　所 〒690−1313 松江市美保関町下宇部尾554 学校HP http://www.city.matsue.ed.jp/mihonoseki-j/
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住　所 〒690-0882 島根県松江市大輪町416−4 学校HP https://www.shimane-fuzoku.ed.jp
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コロナで変わった由　来校　章放課後自学室の開設
毎週火曜、地域団体「 I ～BASHO（い～ば

しょ）」さんにより、学校の一室を活用した「放課後自
学室」を開設。コロナ禍での学習不安も開設のきっか
けですが、そもそものねらいは「知りたい」という子
どもの主体的な学習意欲を育てること。家庭での保護
者の「宿題やったの？」という言葉も減り、保護者・
子ども双方の負担軽減にもつながっています。

（PTA副会長  小松原茂雄）

引き続き愛される
図書館へ

持田小学校では、みんなに愛されている図書館を、
引き続き安心して利用してもらえるよう、様々な工夫
をしています。入口に消毒設置、椅子の数を減らすな
どはもちろんですが、カウンターには飛沫飛散防止の

衝立が設置されました。消毒、
密を避けるなど、それぞれが気
をつけることで、みんなの楽し
みを少しでも守れますように！

（PTA副会長  長島あゆみ）

文化祭・校内合唱
コンクール

新型コロナウイル
スの感染拡大が広ま
る中で数々の大会や
行事が中止、あるい
は延期となってしま
いました。そんなコ
ロナ禍の状況ではあ
りましたが文化祭・
校内合唱コンクール
が中学校体育館で開
催されました。どの
学年も練習の成果が

発揮されていて、３年生は最後の合唱コンクールとな
りましたが良い思い出になったと思います。

（広報部長  大西裕子）

我が校の自慢は朝マラソンです。全
校生徒が毎朝8時15分から晴れた日は毎日

約1㎞走ります。1年間で150日走るとすると、
生徒たちは卒業する頃

には、450㎞走ったこと
になります。これは美保
関中学校の伝統となって
います。（教頭  村本有史）

明治43年に月桂樹をモチー
フに帽章として制定されたの
が最初です。当初は葉の数が
右19枚、左20枚でしたが、戦
後に校旗を作成した際に左右
10枚ずつに改められ、現在の
形になったとみられます。

不明…どなたかご存知の方
がおられたら教えてください！

大きく広げた葉の間から
しっかりと伸びた茎の先に花
が開きかけています。国際文
化の時代、世界に向かう船と
して大きく広がりゆく国際人
としての感覚を備えた若者に
育つことへの願いを表したも
のです。

由　来

住　所 〒690−0873 松江市内中原町225 学校HP http://www.city.matsue.ed.jp/uchi-e/

内中原小学校

昭和53年竣工の校舎（西校舎）は、
六角形を組み合わせた「ハチの巣型」とい

う全国でも珍しいもの。内小の子ども達を表す
フレーズ「はち

のこ」や、広報紙
等に挿入されるハ
チの図柄の由来に
もなっています。

住　所 〒690−0814 松江市東持田町81 学校HP http://www.city.matsue.ed.jp/motida-e/

持田小学校

市街地を抜け、少し静かな場所に校
舎が建つ持田小。非常階段の側面にはうっ

すらと鉛筆の形が掘ってあり、密かに「鉛筆小」
と呼んでいる子どもも。周りは山や川、田んぼに囲

まれ、四季の移ろいを感じることができます。（上の写
真は私のお気に入りの北側から見た校舎です）

地域の人との関わりも多く、みんなから見守られてい
ることを肌で感じられる、アットホームな学校です。

住　所 〒699−0101 東出雲町揖屋1251 学校HP http://www.city.matsue.ed.jp/h-izumo-j/

東出雲中学校

東出雲中学校は図書館を活用した授業が活
発です。授業で使える資料が豊富で、幅広い教科

で活用した授業を行っています。
又、放送大学等で放送され全国的に知られていて、県

内外から視察を受け入れています。

新型コロナウイルス
等感染症予防対策

11月15日 にPTA7ブ ロ ッ
ク研修会として、さんいん食
まる代表石橋治氏を講師と
してお招きし、新型コロナウ
イルスに対する予防処置対
策のセミナーを開催しまし
た。家庭から始める予防習慣
について、受け入れる感染
症・共存する感染症・決して
行ってはならない差別・家族
の衛生管理等コロナ対策に
ついて学びました。新型コロ
ナの怖いところは、症状が
なくても感染力があり強い
感染力があることです。又、インフルエンザと症状が
似ているので流行時には冷静な行動が必要です。講習
を受け、新型コロナウイルス予防に対する取り組みを
PTA会員、子ども達にわかりやすく伝えたいと思いま
す。（PTA副会長  渡部洋治）

学校、公民館などで調査し
ましたが、わかりませんでし
た。

計画通りには
いかなかったけど・・・・

各専門部で議論、工夫を重ね、PTA事業をなんとか
実施。協議を重ね、中止した事業もありましたが、英
断だったと思います。

温泉掘削事業からのしわ寄せ、緊急事態宣言と、昨
年度から難局続きでしたが、PTAと学校が一枚岩とな
れたと感じました。

先生方、役員、代議員の皆様はじめ、委員保護者の
皆様、本当にお疲れ様でした。　（PTA会長  岡田　顕）

玉湯町史によると明治33
年の開校時に、勾玉を2つ上
下に組み合わせ、中央に棒を
重ねた形の校章が制定されま
した。現在の校章はベタ塗り
ですが、町史で
は 白 抜 で 描 か
れ、中央の棒は
鉛 筆 を 象 っ た
様にみえます。

わが校の自慢は、明治33年の開校時
に植樹された「センダンの樹」です。休憩

時間になると、セ
ンダンの樹を中心に鬼

ごっこをしたり、木登り
をしたりで大にぎわい！　
120年もの間、玉湯っ子
を見守ってくれています。

玉湯小学校
住　所 〒699−0201 松江市玉湯町玉造4 学校HP http://www.city.matsue.ed.jp/tamayu-e/

コロナ禍での
学校生活

今年度は例年にな
い学校生活になり子
ども達だけでなく先
生方、保護者も手探
りの中での1年にな
りました。それでも、
少人数の強みを生か
し、工夫し考え運動
会、学習発表会、親
子活動など例年通り
の行事を一通り行う
ことができました。
前例が無いことが逆に考えることにつながり、一回り
成長できたような1年となりました。

（PTA副会長  小林裕二）

北は日本海、南は宍道湖、田園風景
の広がる自然豊かな景色を望むことができ

ます。校区内に
は一畑電車が走り、

中でも秋鹿町駅から望
む宍道湖の景色は絶景
で新聞にも取り上げら
れるほどです。

大正10年6月に小学校の改
築記念に公募され、応募点
数121点の中から秋鹿村内の
審査員6名によって、住民と
して最もふさわしくわかりや
すいとの理由で採用されまし
た。これが今でも地区の徽章
として各方面で使用され住民
団結のしるしとなっています。

秋鹿小学校
住　所 〒690−0262 松江市岡本町992−1 学校HP http://www.city.matsue.ed.jp/aika-e/ 住　所 〒690−1313 松江市美保関町下宇部尾554 学校HP http://www.city.matsue.ed.jp/mihonoseki-j/

美保関中学校

校　章

昔の校章

32 4



3
Block

由　来

我が校の
自慢

校　章 コロナで変わった

4
Block

由　来

我が校の
自慢

校　章 コロナで変わった

編集／松江市PTA連合会  会報委員会　印刷／株式会社谷口印刷

令和2年度会報委員（78号担当）（敬称略）
小松原茂雄（内中原小）
長島あゆみ（持田小）
吉田　真弥（乃木小）
門脇　正行（古志原小）
岡田　　顕（玉湯小）
小林　裕二（秋鹿小）

渡部　洋治（東出雲中）
大西　裕子（美保関中）
村上　幸人（朝酌小）
福島喜美子（中央小）
青山　大介（朝酌小）

住　所 〒690−0044 松江市浜乃木五丁目1−10 学校HP http://www.city.matsue.ed.jp/nogi-e/

乃木小学校

諦めずに、
できることを！

コロナだからといって全て諦めるのではなく「ルー
ルを決めて、できる時にできることを新しい形でする」
という方針で取り組んでいます。結果的に中止になっ
てしまいましたが「PTAフェスティバル」も密になら
ない新しい形で企画することができました。

（PTA副会長  吉田真弥）

昭和25年2月に乃木小学校
の校章は制定されました。乃
木地区にゆかりのある佐々木
高綱の末裔、乃木希典大将家
の家紋である「四つ目」の上
に「乃」をのせたデザインで
す。

児童数952人の県内随一のマンモス校です。
2学期の終業式には、全校児童が一斉に中庭に向

かって校歌を歌いました。とても荘厳で、乃木小なら
ではの素晴らしい空間と時間でした。（動画配信してい
ただきました）

住　所 〒690−0012 松江市古志原四丁目6−1 学校HP http://www.city.matsue.ed.jp/koshibara-e/

古志原小学校

古志原の「古」の字をデザ
イン化し、円形にしたのは和

（輪）、友和、平和、水輪のよ
うに希望や志が段々大きく広
がるような感じで作られたよ
うです。

校長先生が今年度掲げられた「えがおいっ
ぱい　本気　やる気　元気」が浸透しており、地

域の方々への授業公開では低学年の子どもが授業中で
も廊下に向かって元気よく挨拶するので、参加した方は
驚いておられました。

自転車教室新聞の
作成

例年1学期に自転
車教室を実施してい
ましたが、今年度は
開催を断念いたしま
した。しかし、子ど
も達を事故から守り
たい、安全な運転を
して欲しいとの願い
から、自転車教室で
話していた内容を基
に「自転車教室新聞」
を作成しました。カ
ラー印刷でイラスト
やクイズもあり、子どもにもわかりやすい内容になって
います。（PTA会長  門脇正行）

松江市PTA連合会ホームページ
最新の「お知らせ」や「過去のきらりまつえ」
をご覧いただけます。
http://www.matsueshi-pta.gr.jp/

今年度は「コロナ禍における子どもを思う親たちの研修会」と題し、9
月に中学生向け、11月に小学生向けの研修会を開催しました。未知のウ
イルスへの恐怖や長期休校で、子どもも親も不安感が増す中、私たち親
はどう子どもと向き合うか。子どもの心理的な部分や、心身の成長に合
わせた接し方のポイントなどを学ぶことができ、沢山の気付きと我が子
との関わりを考える機会になったと思います。母親委員の皆様、1年間
活動にご協力いただきありがとうございました。�（母親委員長��小野樹里）

母 親 委 員 会 活 動 『コロナ禍だからこそ深く考えることができました』

講師の青山節美先生

大谷小学校・玉湯小学校・玉湯中学校は令和3年3月をもって、長い歴史に幕を下ろすことになりました。
4月からは、3校が統合し、義務教育学校「玉湯学園」として新たにスタートします。

そこで、各校の思い出とメッセージを掲載いたします。

「玉湯学園」への移行にあたって

令和2年度  第1・2回  松江市P連  母親委員会研修会
中学生（思春期）向け：令和2年10月11日（日）
小学生（学童期）向け：令和2年11月29日（日）

演目 「コロナ禍における子どもを思う親たちの研修会」
講師 青 山 節 美 氏（HUGKUMILABO 代表／しあわせなおかあさん塾 塾長）日時

玉湯中の思い出
玉湯中学校の卒業生である私が中学1年生
の時に今の中学校校舎が建設されました。当
時中庭のあった校舎がとても新鮮に感じて、
休み時間などは中庭で友達と談笑していたこ
とを思い出します。今度建設される新校舎は
地元の木材を使用した木造校舎ということで
すが、今の中学校校舎の前は完全木造校舎で
したので、新しい中でも少し懐かしくも感じて
います。生徒たちにはこれから新しい環境で
のびのび過ごしてたくさんの思い出を作って
もらいたいと思います。（PTA会長��杉谷高明）

ありがとう大谷小学校
開校から147年の歴史を刻む大谷小学
校は現在11名の児童がいます。
新しい学校に向けて、子ども達は大き
な期待と不安を抱えながら、1つ1つの最
後の学校行事を終えています。地域から
学校が無くなるのは寂しいですが、いつ
までも私たちの心の中に大谷小学校があ
ると願っています。（PTA会長��石川芳廣）

学 校 へ の 思 い
PTAとして、玉湯小・幼に8年間通いま

した。少なくともあと10年、中学含め13
年はPTAの予定。なので私自身は卒業生で
はないですが、あの場所には愛着を感じま
す。子ども達にとっても当然、地区のシン
ボルであり続けることでしょう。新校舎移
転後も、何かしらの形で残ってほしいと、
切に思う次第です。（PTA会長��岡田　顕）

大谷小学校 玉湯小学校 玉湯中学校

今年度は『誰でも��見やすく��読みやすい会報紙』を
テーマに「コロナで変わった」を各ブロック代表の皆
様から紹介いただきました。「コロナ」でもう暫くは
PTA活動がしにくい状況が続くと思いますが、これか
らの活動への一助になれば幸いです。発行にあたり
ご協力いただいたブロック代表の皆様、各学校の皆
様、ありがとうございました。（会報委員長��青山大介）

研修委員会からお知らせ
『 I C T（電子黒板・デジタル教科書・タブ
レット）の利用状況』について、3月上旬
に動画発信をいたします。
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PTA会員の皆さんには、いつもお忙しい中PTA活動にご理解とご
協力を賜りまして、本当にありがとうございます。
さて、今年度は学校の休校措置や夏休みの縮小をはじめ、各種行

事が中止や規模縮小を余儀なくされ、これまでに経験したことがな
い対応を迫られた1年でありました。
PTA活動におきましても、県PTA連合会研修大会松江大会の中止

や各学校でのPTA行事も影響があったかと思われ、対応のご苦労に
感謝の念に堪えません。そんな中ではありますが、学校の普通教室

にエアコン設置が完了し、暑い夏でも快適な環境で授業が受けられ
たこと、また教室のICT機器の導入が進み、授業をより効果的に楽
しく受けられる環境が整いましたことは、松江市の子ども達のこれ
からの成長を見据えた素晴らしい施策であったと思います。
そして今後のワクチン接種や治療薬の普及により、早くコロナ禍

が収束し、皆さんで楽しくPTA活動ができますことを、また子ども
達が笑顔で学校生活を送れるようになることを祈るばかりでござい
ます。（松江市PTA連合会　会長　長谷川修二）

コロナ禍の1年を振り返って
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編集／松江市PTA連合会  会報委員会　印刷／株式会社谷口印刷

令和2年度会報委員（78号担当）（敬称略）
小松原茂雄（内中原小）
長島あゆみ（持田小）
吉田　真弥（乃木小）
門脇　正行（古志原小）
岡田　　顕（玉湯小）
小林　裕二（秋鹿小）

渡部　洋治（東出雲中）
大西　裕子（美保関中）
村上　幸人（朝酌小）
福島喜美子（中央小）
青山　大介（朝酌小）

住　所 〒690−0044 松江市浜乃木五丁目1−10 学校HP http://www.city.matsue.ed.jp/nogi-e/

乃木小学校

諦めずに、
できることを！

コロナだからといって全て諦めるのではなく「ルー
ルを決めて、できる時にできることを新しい形でする」
という方針で取り組んでいます。結果的に中止になっ
てしまいましたが「PTAフェスティバル」も密になら
ない新しい形で企画することができました。

（PTA副会長  吉田真弥）

昭和25年2月に乃木小学校
の校章は制定されました。乃
木地区にゆかりのある佐々木
高綱の末裔、乃木希典大将家
の家紋である「四つ目」の上
に「乃」をのせたデザインで
す。

児童数952人の県内随一のマンモス校です。
2学期の終業式には、全校児童が一斉に中庭に向

かって校歌を歌いました。とても荘厳で、乃木小なら
ではの素晴らしい空間と時間でした。（動画配信してい
ただきました）

住　所 〒690−0012 松江市古志原四丁目6−1 学校HP http://www.city.matsue.ed.jp/koshibara-e/

古志原小学校

古志原の「古」の字をデザ
イン化し、円形にしたのは和

（輪）、友和、平和、水輪のよ
うに希望や志が段々大きく広
がるような感じで作られたよ
うです。

校長先生が今年度掲げられた「えがおいっ
ぱい　本気　やる気　元気」が浸透しており、地

域の方々への授業公開では低学年の子どもが授業中で
も廊下に向かって元気よく挨拶するので、参加した方は
驚いておられました。

自転車教室新聞の
作成

例年1学期に自転
車教室を実施してい
ましたが、今年度は
開催を断念いたしま
した。しかし、子ど
も達を事故から守り
たい、安全な運転を
して欲しいとの願い
から、自転車教室で
話していた内容を基
に「自転車教室新聞」
を作成しました。カ
ラー印刷でイラスト
やクイズもあり、子どもにもわかりやすい内容になって
います。（PTA会長  門脇正行）

松江市PTA連合会ホームページ
最新の「お知らせ」や「過去のきらりまつえ」
をご覧いただけます。
http://www.matsueshi-pta.gr.jp/

今年度は「コロナ禍における子どもを思う親たちの研修会」と題し、9
月に中学生向け、11月に小学生向けの研修会を開催しました。未知のウ
イルスへの恐怖や長期休校で、子どもも親も不安感が増す中、私たち親
はどう子どもと向き合うか。子どもの心理的な部分や、心身の成長に合
わせた接し方のポイントなどを学ぶことができ、沢山の気付きと我が子
との関わりを考える機会になったと思います。母親委員の皆様、1年間
活動にご協力いただきありがとうございました。�（母親委員長��小野樹里）

母 親 委 員 会 活 動 『コロナ禍だからこそ深く考えることができました』

講師の青山節美先生

大谷小学校・玉湯小学校・玉湯中学校は令和3年3月をもって、長い歴史に幕を下ろすことになりました。
4月からは、3校が統合し、義務教育学校「玉湯学園」として新たにスタートします。

そこで、各校の思い出とメッセージを掲載いたします。

「玉湯学園」への移行にあたって

令和2年度  第1・2回  松江市P連  母親委員会研修会
中学生（思春期）向け：令和2年10月11日（日）
小学生（学童期）向け：令和2年11月29日（日）

演目 「コロナ禍における子どもを思う親たちの研修会」
講師 青 山 節 美 氏（HUGKUMILABO 代表／しあわせなおかあさん塾 塾長）日時

玉湯中の思い出
玉湯中学校の卒業生である私が中学1年生
の時に今の中学校校舎が建設されました。当
時中庭のあった校舎がとても新鮮に感じて、
休み時間などは中庭で友達と談笑していたこ
とを思い出します。今度建設される新校舎は
地元の木材を使用した木造校舎ということで
すが、今の中学校校舎の前は完全木造校舎で
したので、新しい中でも少し懐かしくも感じて
います。生徒たちにはこれから新しい環境で
のびのび過ごしてたくさんの思い出を作って
もらいたいと思います。（PTA会長��杉谷高明）

ありがとう大谷小学校
開校から147年の歴史を刻む大谷小学
校は現在11名の児童がいます。
新しい学校に向けて、子ども達は大き
な期待と不安を抱えながら、1つ1つの最
後の学校行事を終えています。地域から
学校が無くなるのは寂しいですが、いつ
までも私たちの心の中に大谷小学校があ
ると願っています。（PTA会長��石川芳廣）

学 校 へ の 思 い
PTAとして、玉湯小・幼に8年間通いま

した。少なくともあと10年、中学含め13
年はPTAの予定。なので私自身は卒業生で
はないですが、あの場所には愛着を感じま
す。子ども達にとっても当然、地区のシン
ボルであり続けることでしょう。新校舎移
転後も、何かしらの形で残ってほしいと、
切に思う次第です。（PTA会長��岡田　顕）

大谷小学校 玉湯小学校 玉湯中学校

今年度は『誰でも��見やすく��読みやすい会報紙』を
テーマに「コロナで変わった」を各ブロック代表の皆
様から紹介いただきました。「コロナ」でもう暫くは
PTA活動がしにくい状況が続くと思いますが、これか
らの活動への一助になれば幸いです。発行にあたり
ご協力いただいたブロック代表の皆様、各学校の皆
様、ありがとうございました。（会報委員長��青山大介）

研修委員会からお知らせ
『 I C T（電子黒板・デジタル教科書・タブ
レット）の利用状況』について、3月上旬
に動画発信をいたします。
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PTA会員の皆さんには、いつもお忙しい中PTA活動にご理解とご
協力を賜りまして、本当にありがとうございます。
さて、今年度は学校の休校措置や夏休みの縮小をはじめ、各種行

事が中止や規模縮小を余儀なくされ、これまでに経験したことがな
い対応を迫られた1年でありました。
PTA活動におきましても、県PTA連合会研修大会松江大会の中止

や各学校でのPTA行事も影響があったかと思われ、対応のご苦労に
感謝の念に堪えません。そんな中ではありますが、学校の普通教室

にエアコン設置が完了し、暑い夏でも快適な環境で授業が受けられ
たこと、また教室のICT機器の導入が進み、授業をより効果的に楽
しく受けられる環境が整いましたことは、松江市の子ども達のこれ
からの成長を見据えた素晴らしい施策であったと思います。
そして今後のワクチン接種や治療薬の普及により、早くコロナ禍

が収束し、皆さんで楽しくPTA活動ができますことを、また子ども
達が笑顔で学校生活を送れるようになることを祈るばかりでござい
ます。（松江市PTA連合会　会長　長谷川修二）

コロナ禍の1年を振り返って

65


